
気温が低く空気が乾燥している冬は、肌にも影響を与えます。まず、寒くなると血管が収縮して、血行が悪くな

ります。すると、血液によって運ばれてくる栄養や酸素が不足し、肌の新陳代謝が落ちてしまいます。また、乾燥

により肌の水分が奪われて、カサカサになりがちです。もともと冬は油脂や汗の分泌が減るため、皮脂膜という肌

のバリア機能も低下しやすくなっています。冬の肌の健康を保つためには、血行の促進と肌の乾燥防止がポイント

になります。お風呂では湯船につかって血液の巡りをよくしたり、肌のバリア機能を壊さないように体をゴシゴシ

と洗わないことも大切です。 

また、冬の保温には肌着も大切です。合成繊維の肌着は乾きやすいですが、摩擦が強く、 

肌が弱いお子さんやアレルギーをおもちのお子さんにはおすすめできません。「綿 100％」 

のものがおすすめです。ただし、綿は吸収性が良い反面、乾くのが遅いため、汗をかいた 

らこまめに着替えることも大切です。 

 先日、全校児童に感染予防が今どのくらいできているのか、アンケートをとりました。 

子どもたちの感染予防の意識は・・・？ 
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 検温やマスク、手洗いなどの感染予防は定着しているようですが、体調管理やソーシャルディスタンスをとるな

どはまだ課題があります。体調が悪い時には無理せず、１日休養することも大切です。 

令 和 ３ 年 1 1 月 １ 日 (月 ) 

大 田 区 立 矢 口 小 学 校 

 校  長  井 上 光 広 

養 護 教 諭  笹 渕 明 日 香 

だんだんと寒くなってきました。日中と朝晩の寒暖差があり、まだ体が寒さに慣れていないと風邪やインフルエン

ザなどの感染症にかかりやすくなってしまいます。来週は矢口文化芸術劇場も控えていますので、家庭でもしっかり

と予防に努めていただきたいと思います。少し具合が悪いなと思ったら、早めに休養を取ることも大切です。 

 

 

 昨シーズンのインフルエンザは、新型コロナウイルス感染症の予防で手指衛生やマスクの着用、三密回避が徹 

底されたことで、ほとんど流行がみられませんでした。しかし、昨シーズンにインフルエンザに罹患した人が極 

めて少数であったため、社会全体の集団免疫が形成されず、海外からウイルスが持ち込まれれば、大きな流行を 

起こす可能性もあります。特に、子どもは感染リスクもあり、重症化すると肺炎や脳炎などのリスクもあります。 

そのため、厚生労働省や日本感染症学会ではインフルエンザワクチンの積極的な接種を推奨しています。今年の 

流行もまだ分かりませんが、今からできることで備えをしておくと安心です。お子様だけでなく、家族全員で対 

策できるといいと思います。                         参考：日本感染症学会より 

※インフルエンザは出席停止となります。出席停止解除願いは学校からお渡ししますので、主治医の許可が出て 

から保護者が記入して登校の際に児童に持たせて提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◎冬に肌も健康に！ 
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◎今年のインフルエンザは・・・？ 

① 毎日登校前に体温を測っていますか。  ②こまめに手洗いをしてますか。   ③体調が悪いときに学校を休んでいますか。 
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はみがきは 150～200ｇ 

くらいの 力
ちから

でみがくと、

強すぎず
つ よ    

、弱すぎず
よ わ     

、歯
は

に

歯ブラシ
は    

がきちんとあたっ

てしっかりみがけます。 

 

乳歯
にゅうし

がむし歯
  ば

になって、そのままに 

している人はいませんか？ 

そのうち抜けて
 ぬ  

永久歯
えいきゅし

が生えて
は   

くるからだい

じょうぶと思って
おも    

いる人
ひと

は大
おお

まちがい！ 

むし歯
  ば

がすすむと、乳歯
にゅうし

の根っこ
ね   

にバイキンが

入り
はい  

、「うみ」になって溜まって
た ま    

しまいます。

永久歯
えいきゅうし

は、その「うみ」を通る
とお  

ため、むし歯
  ば

菌
きん

を

もって出て
で  

きてしまいます。 

乳歯
にゅうし

の時
とき

から気
き

を付
つ

けましょう！ 


